
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 381

事務事業名 上水道事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
 飯田市水道ビジョン
 飯田市水道事業経営戦略
  

法令・例規等
 水道法第２条
 水道法第４条
 水道法第５条

事業目的
対象 上水道事業

意図
飯田市の上水道利用者が安心して水道水を利用できるよう、水道施設の整備をすすめ、適切に施設の維持・管
理を行う。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

水道事業は、全般的に専門技術、知識が必要とされる。

職員の退職・人事異動により十分な指示ができなくなる恐れがあるため、後継のできる技術者を途切れることなく確

保していく必要がある。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
平成30年度主な取組内容

・活性炭注入装置整備事業

・別府井戸緊急対応基地整備事業

・今宮中継ポンプ場整備事業

・上郷第４配水池更新整備事業

活性炭注入装置整備事業 25,380

別府井戸緊急対応基地整備事業 3,800

今宮中継ポンプ場整備事業 290,000

上郷第４配水池更新整備事業 30,000

  

  

  

  

  

その他の経費 2,893,200

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
水道水の安定供給のために整備した施設 箇所  4   

      
      
      
      
      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 3,242,380 (地)水道事業

(そ)補償金54500　出資金6700国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 362,200

その他 61,200

一般財源 2,818,980

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 3 0
 
0  0

 
0

1,730,100
0

水道事業費用(鉛製給水管布設替事業200,000を除く)

2    71 7 0
 
0  0

 
0

1,512,280
0

水道事業資本的支出(妙琴浄水場更新整備事業1,191,520を除く)

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 381 事業名  上水道事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

建設発生土 〇       ×   

建設廃棄物 〇    ×  ×    

軽油・ガソリンの

使用
〇   ×  ×  ×   

騒音・振動・排気

ガスの発生
〇   ×       

環境に配慮した設

計積算、施工監督
〇   ○○  ○ ○ ○ ○ ○

水道管等の破損・

離脱
  〇 ××       

建設機械からの油

類流出
  〇 ×   ×    

建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律（建設リサイクル

法）

請負額500万円以上の土木工事の場合に、下伊那地方事務所

へ通知
  

公共工事環境配慮評価シートによ

る配慮率　80％以上
   

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・再資源化、廃棄物の不適切

処理、典型7公害の発生のリス

クがあります。

・再資源化による、資源の保

全が図られます。

・水道施設工事における、環

境配慮設計積算、施工監督に

より、周辺環境の保全が図ら

れます。

・無事故により、安全な生活

環境の保全が図られます。

 公共工事の設計積算及び施工監督

を

常に

環境影響の環境配慮率80％を目

標に行う

年間を通じて環境に配慮した設計を行う  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 382

事務事業名 鉛製給水管布設替事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始 H18 終了 H38

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市水道ビジョン

 飯田市水道事業経営戦略

  

法令・例規等
 水道法　第４条

  

  

事業目的
対象 上水道区域内の鉛製給水管

意図 鉛製給水管を布設替することにより、安全安心な水道水の供給を行う

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

計画的に事業を実施すると共に、他事業との連携により、効率的な事業実施を行い鉛製給水管の解消を図ります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
配水本管から量水器までにある鉛製給水管を、計画的に布設替し

、安全安心な水道水の提供を行います。

1.鉛製給水管布設替工事を単独で発注し布設替を実施

2.老朽配水本管の布設替に伴う鉛製給水管の布設替を実施

3.下水道工事、ガス工事等の他事業に伴う給水切り替で行う鉛製

給水管の布設替

4.公道分漏水修理工事・宅内改造工事に伴う鉛製給水管の布設替

5.不明管の調査を実施し、鉛管の有無を確認

鉛製給水管布設替事業 200,000

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
鉛製給水管布設替 栓 1,700 1,629   

調査実施により鉛管でない事が判明 栓 755 571   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 200,000 (そ)一般会計繰入金

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 100,000

一般財源 100,000

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 3 1
 
2  0

 
0

200,000

0
配水及び給水費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 382 事業名  鉛製給水管布設替事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

建設発生土 〇       ×   

建設廃棄物 〇    ×  ×    

軽油・ガソリンの

使用
〇   ×  ×  ×   

騒音・振動・排気

ガスの発生
〇   ×       

環境に配慮した設

計積算、施工監督
〇   ○○  ○ ○ ○ ○ ○

水道管等の破損・

離脱
  〇 ××       

建設機械からの油

類流出
  〇 ×   ×    

建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律（建設リサイクル

法）

請負額500万円以上の土木工事の場合に、下伊那地方事務所

へ通知
  

公共工事環境配慮評価シートによ

る配慮率　80％以上
   

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・再資源化、廃棄物の不適切

処理、典型7公害の発生のリス

クがあります。

・再資源化による、資源の保

全が図られます。

・水道施設工事における、環

境配慮設計積算、施工監督に

より、周辺環境の保全が図ら

れます。

・無事故により、安全な生活

環境の保全が図られます。

 公共工事の設計積算及び施工監督

を

常に

環境影響の環境配慮率80％を目

標に行う

年間を通じて環境に配慮した設計を行う  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 383

事務事業名 簡易水道事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 飯田市水道ビジョン

 飯田市水道事業経営戦略

  

法令・例規等
 水道法第２条

 水道法第４条

 水道法第５条

事業目的
対象 簡易水道事業

意図
飯田市の簡易水道利用者が安心して水道水を利用できるよう、水道施設の整備をすすめ、適切に施設の維持・

管理を行う。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

水道事業は、全般的に専門技術、知識が必要とされる。

職員の退職・人事異動により十分な指示ができなくなる恐れがあるため、後継のできる技術者を途切れることなく確

保していく必要がある。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
平成30年度主な取組内容

・夜川瀬配水管布設事業
夜川瀬配水管布設事業 12,000

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 209,700

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
水道水の安定供給のために整備した施設 箇所  1   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 221,700 (地)簡易水道6000　過疎対策6000

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 12,000

その他 0

一般財源 209,700

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 4 0
 
0  0

 
0

149,300

0
簡易水道事業費用

2    71 8 0
 
0  0

 
0

72,400

0
簡易水道事業資本的支出

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 383 事業名  簡易水道事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

建設発生土 〇       ×   

建設廃棄物 〇    ×  ×    

軽油・ガソリンの

使用
〇   ×  ×  ×   

騒音・振動・排気

ガスの発生
〇   ×       

環境に配慮した設

計積算、施工監督
〇   ○○  ○ ○ ○ ○ ○

水道管等の破損・

離脱
  〇 ××       

建設機械からの油

類流出
  〇 ×   ×    

建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律（建設リサイクル

法）

請負額500万円以上の土木工事の場合に、下伊那地方事務所

へ通知
  

公共工事環境配慮評価シートによ

る配慮率　80％以上
   

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・再資源化、廃棄物の不適切

処理、典型7公害の発生のリス

クがあります。

・再資源化による、資源の保

全が図られます。

・水道施設工事における、環

境配慮設計積算、施工監督に

より、周辺環境の保全が図ら

れます。

・無事故により、安全な生活

環境の保全が図られます。

 公共工事の設計積算及び施工監督

を

常に

環境影響の環境配慮率80％を目

標に行う

年間を通じて環境に配慮した設計を行う  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 384

事務事業名 妙琴浄水場更新整備事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 11 災害に備え、社会基盤を強化し、防災意識を高める
   
   

分野別計画
 飯田市水道ビジョン
 飯田市水道事業経営戦略
  

法令・例規等
 水道法 第５条
  
  

事業目的
対象 妙琴浄水場

意図 妙琴浄水場の更新整備を行い、水道水の安定供給をし生活・事業基盤の向上を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

現施設の運転を停止することなく、水道水の供給をしながらの更新であり、機器及び配管の切替方法を充分に検討し

、実施における綿密な施行計画と迅速な実施が必要。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)

第１期として、浄水池と管理棟の合棟による建設を行ないます。
妙琴浄水場更新整備事業 1,191,520

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
妙琴浄水場(管理棟・浄水池)築造工事 箇所  1   

      
      
      
      
      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 1,191,520 (地)水道事業

(そ)出資金国庫支出金 8,867

県支出金 0

地方債 800,200

その他 266,700

一般財源 115,753

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 7 1
 
1  0

 
0

1,191,520
0

拡張費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 384 事業名  妙琴浄水場更新整備事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

建設発生土 〇       ×   

建設廃棄物 〇    ×  ×    

軽油・ガソリンの

使用
〇   ×  ×  ×   

騒音・振動・排気

ガスの発生
〇   ×       

環境に配慮した設

計積算、施工監督
〇   ○○  ○ ○ ○ ○ ○

水道管等の破損・

離脱
  〇 ××       

建設機械からの油

類流出
  〇 ×   ×    

建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律（建設リサイクル

法）

請負額500万円以上の土木工事の場合に、下伊那地方事務所

へ通知
  

公共工事環境配慮評価シートによ

る配慮率　80％以上
   

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・再資源化、廃棄物の不適切

処理、典型7公害の発生のリス

クがあります。

・再資源化による、資源の保

全が図られます。

・水道施設工事における、環

境配慮設計積算、施工監督に

より、周辺環境の保全が図ら

れます。

・無事故により、安全な生活

環境の保全が図られます。

 公共工事の設計積算及び施工監督

を

常に

環境影響の環境配慮率80％を目

標に行う

年間を通じて環境に配慮した設計を行う

環境に配慮した機械の使用の指示

 

 

 

 


